
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む

ま
ち
の
小
学
校

祝
　
令
和
５
年
度
に
日
野
小
学
校
と
西
大
路
小
学
校
、
令
和
６
年
度
に
桜
谷

小
学
校
と
必
佐
小
学
校
が
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
南
比
都
佐

小
学
校
は
明
治
35
年
の
比
都
佐
尋
常
高
等
小
学
校
の
創
立
を
基
準
と
し
て

い
る
た
め
、
令
和
6
年
度
で
創
立
1
2
2
周
年
で
す
が
、
地
区
内
で
初
め

て
の
小
学
校
は
日
野
・
西
大
路
と
同
じ
く
明
治
6
年
に
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
は
、
町
立
小
学
校
5
校
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
色
を
い
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
、
卒
業
生
の
皆
様
の
お
陰
を

も
ち
ま
し
て
、
町
内
5
小
学
校
の
周
年
行
事

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
、あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
、
町
内
の
学
校
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
』
と
し
て
確
か
な
歩
み
を
始
め
て

い
ま
す
。「
学
校
を
『
核
』
と
し
た
地
域
づ

く
り
」
を
推
進
し
、
地
域
の
創
生
と
活
性

化
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

「
待
っ
た
な
し
！
」
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
基
軸
に
、
地
域
と
学

校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
連
携
・
協
働
し
、

互
い
に
膝
を
つ
き
合
わ
せ
、意
見
を
出
し
合
い
、

学
び
合
い
な
が
ら
、「
明
日
の
地
域
を
創
る
主

体
者
」の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
今
、

目
の
前
の
「
か
け
が
え
の
な
い
宝
」
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
は
、
や
が
て
数
年
後
に
は
大
人
と

な
っ
て
、私
た
ち
の
社
会
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め
に
、
何
を

重
視
し
て
い
く
べ
き
か
を
常
に
自
問
し
、
教
育

に
あ
た
り
た
い
で
す
。

　
今
後
と
も
、
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

教
育
長

　

安や
す

田だ 

寛ひ
ろ

次つ
ぐ

ホームページ

日
野
小
学
校　
明
治
６
年
創
立

【
学
校
教
育
目
標
】

自
ら
学
び
、

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
よ
う
と
す
る

子
ど
も
の
育
成

【
児
童
数
】５
０
９
名

（
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
）

　
「
支
え
あ
お
う
！
学
び
あ
お

う
！
高
め
あ
お
う
！
」
を
合
言
葉

に
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

▲３年生 校区探検

▲ 6 年生 歴史ウォークラリー

▲ほのぼの交流「夏の陣」

▲創立 150 周年式典での集合写真

▲ 2 年生 玉ねぎ収穫

▲５年生 ＡＬＴとの学習

▲福祉委員会　幼稚園での読み聞かせ

▲わかたけ学級　さつまいも販売

▲ 1 年生 生活科サイン集め

▲４年生 水環境科学館

151
周年周年

▲創立150周年
　キャラクター「ヒノカメ」
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ホームページ

ホームページ

西
大
路
小
学
校　
明
治
６
年
創
立

桜
谷
小
学
校　
明
治
７
年
創
立

【
学
校
教
育
目
標
】

学
び
い
っ
ぱ
い（
知
）

や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い（
徳
）

元
気
い
っ
ぱ
い（
体
）

～
み
ん
な
の
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
る
学
校
～

【
児
童
数
】86
名

（
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
）

【
学
校
教
育
目
標
】

一
人
ひ
と
り
が

喜
び
と
充
実
感
を

味
わ
え
る
学
校

～
あ
た
た
か
い

人
間
関
係
を
通
し
て
～

【
児
童
数
】80
名

（
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
）

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
温
か
い
支
援
と
豊
か
な

環
境
の
中
で
、
自
分
も
仲
間

も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

「
み
ん
な
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
あ
ふ
れ
る
学
校
」
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
好
き
で
す
！
桜
谷　

や
る
気

　
笑
顔　
元
気
」
を
め
ざ
す
子
ど

も
像
と
し
、
ふ
る
さ
と
を
知
り
、

ふ
る
さ
と
を
好
き
と
思
え
る
子
ど

も
を
育
て
て
い
ま
す
。

▲創立 150 周年記念式典

▲ 150 周年記念事業
　「夢風船とばし」

▲創立 150 周年記念式典 ▲新しくなった裏山の遊具

▲茶摘み体験

▲シーラちゃん ▲ 150 周年記念植樹

▲幼小合同運動会と同日開催された地区運動会

▲�地域の方と田植え

▲地域の方へ感謝
　「森のレストラン」

▲地域の方から学ぶ
　「ふれあいタイム」

▲全校での朗読集会

▲ 150 周年記念事業
　「さくらマルシェ」

▲幼稚園との交流（田植え）

▲わたむきフェスタ

▲ 150 周年記念事業
　「ファイアー＆ライブ」

▲ 150 周年記念事業ロケット体験

▲ 150 周年記念事業
　「裏山の守り神を造る陶芸体験」

150 周年記念
ロゴマーク▼

▲たてわり遠足

151
周年周年

150
周年周年
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必
佐
小
学
校　
明
治
７
年
創
立

南
比
都
佐
小
学
校　
明
治
35
年
創
立

【
学
校
教
育
目
標
】

目
標
に
向
か
っ
て

粘
り
強
く
取
り
組
み
、

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
る
子
ど
も
の
育
成

【
児
童
数
】２
７
６
名

（
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
）

【
学
校
教
育
目
標
】

学
習
が
す
き（
知
）

友
だ
ち
が
す
き（
徳
） 

自
分
が
す
き（
体
）

南
比
が
す
き

【
児
童
数
】90
名

　
（
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
）

　
学
ぶ
喜
び
が
広
が
る
授
業
づ
く

り
、
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
心
の
教
育

の
充
実
、
健
康
・
体
力
の
向
上
と

根
気
強
く
取
り
組

む
児
童
の
育
成
を

め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と
毎
日
の

び
の
び
と
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
学
年
を
こ
え
た
つ
な
が

り
と
保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど
多

く
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
本
校
の

強
み
で
す
。

▲３年生 学林自然体験学習

▲ 150 周年記念植樹ハナミズキ

▲名人さんに弟子入り 竹
たけ

灯
とう

籠
ろう

づくり

▲初顔合わせのたっぷりたてわりデー

▲�地域の方にいただいた
記念のホイノボリ

▲�記念式典で展示
された歴史写真

▲２年生 野田牧場さんの見学

▲南比コミュニティフェスティバル始まりの会

▲１・２年生と「誉の松」の七夕交流

▲整備された庭で遊ぶ
　子どもたち

▲寄贈いただいた
　テーブルベンチで給食

▲記念講演をしていただいた
　長

は
谷
せ

川
がわ

義
よし

史
ふみ

さんへ花束贈呈

▲創立 150 周年記念式典

▲オープンスクール ( 地域参観日 )

▲１年生 幼保５歳の授業体験会

▲オープンスクール ( 芸術鑑賞 )

ホームページ

ホームページ

150
周年周年

122
周年周年

▲６年生 学校運営協議会との懇談会 ▲５年生 日野菜の原種の種を採る作業 ▲４年生 防災士さんとの防災学習

▲メタセコイアの
　ライトアップイベント
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◆問い合わせ先　子ども支援課　☎ 0748-52-6583　　教育委員会　学校教育課　☎ 0748-52-6564

　町内の幼稚園・保育園・認定こども園では0歳児から5歳児（小学校就学前）
までの子どもたちの「心豊かでたくましい子どもの育成」をめざし、共通の目標
や育ってほしい力を意識し、保育・教育を行っています。

「ひのつこ」のこども像
	 ひ：ひのを大切にする子ども
	 の：のびのびと　ともに学ぶ子ども
地域のよさを	 つ：伝える子ども
地域とつながり	 こ：行動する子ども

「だれもが行きたくなる学校・園づくり」にむけて
　町の子どもたちの健やかな
成長を願って、昭和54年に教
員が自主的に立ち上げた歴史
ある組織である「日野町子育
て・教育合同研究会」。本年も
保育園・こども園・幼稚園・
小学校・中学校・高等学校の
スタッフみんなが、春・夏・
秋と集い、日常を語りながら連携を深めてきました。
　夏の研修会では、５つの部会【基礎学力向上、PBIS（ポジティ
ブな行動介入と支援）、SEL（社会性と情動の学習）、ピア・サポー
ト（異年齢交流）、協同学習】から事例発表を聞き合い、東京学
芸大学の松山康成先生から指導助言をいただき、ポジティブ行
動支援についての学びを深め、実践意欲を高めました。

社会科副読本「わたしたちの日野」 
を改訂
　日野町のこと
をまとめた副読
本８回目の改訂
を行いました。
　 子 ど も た ち
は、小学校３年
生の社会科学習において、自分たちの地域につい
て学びます。そして、その学びをいかしながら、「総
合的な学習の時間」では、地域についてより広く
探求的に学べるように、各校で工夫して進めてい
ます。
　今回の改訂では、各校区の地域情報をより充実
させたり、防災についての新しいページを追加し
たり、資料のデータを更新したりしました。また、
副読本の動画資料として、株式会社オカイチ様の
ご協力のもと、ドローン空撮による動画づくりも
行いました。
　町内外の関係者の皆様には、資料提供や取材な
どで大変お世話になり、ありがとうございました。

小学校のお兄さん
お姉さんってすご
いなあ！あんな風
にやってみたい！

乳幼児期は…
さまざまな人とのかかわり、子どもが主体的にか
かわろうとする環境のもと思考をめぐらせ、想像
力を発揮し、学びあい、育ちあいます。いきいき
☆わくわく☆のびのび体験をし、心の栄養をたく
さん蓄え、生きる力の基礎を身につけていくとて
も大切な時期です。

「日野のたから」を未来につなぐ、心豊かでたくましい人づくり
日野の教育の重点　まち全体で地域の将来を担う子どもたちを育成する

～ふるさと日野を愛し、ふるさと日野に誇りをもつ人づくり～

子ども支援課子ども支援課

学校教育課学校教育課

幼児期の遊びには豊かな
学びがいっぱいあります

乳児保育

栽培活動

小学校との交流

お店屋さんごっこ

小さいお友達は
何がほしいかな？

どんな花が咲くのかな？
大きくなあれ！
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